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１．概要（Summary） 

次世代のパワーデバイスとして期待される燃料電池を

多用途に拡げていくには、燃料の多様化が重要である。

メタノール、エタノール、ホウ化水素、ギ酸、2-プロパノー

ル、ジメチルエーテル、アンモニア及びヒドラジンなどの液

体燃料は水素を含む液体の化学物質であり、水素を電子

のキャリアとするエネルギーと考えられる。液体燃料の利

点は高いエネルギー密度だけでなく、エネルギー需給両

側において取扱いが簡便となることがあげられる。液体燃

料を想定した場合、これまでのガソリンスタンド同等の簡

易なインフラ整備で十分であり、エネルギー需給両側の

地理的・時間的ギャップを埋めてエネルギーを濃縮・平準

化でき，再生エネルギー適用範囲の拡大に貢献できる。 

軽自動車メーカーとして次世代環境対策技術としての

燃料電池自動車を考えると、コストと車両システムにおい

てよりシンプルな姿にこだわり、今の軽自動車のように身

近に愛される燃料電池自動車を提案したいと考えている。

そのため我々は、エネルギー密度の高い液体燃料として

水加ヒドラジンを使用し、電極触媒材料として貴重な貴金

属資源を使わないアニオン形燃料電池自動車の開発に

取り組んできた。 

 本研究では、アノード反応であるヒドラジン酸化メカニズ

ムを解明するため、実燃料、電極触媒からなる半電池構

成の「その場」測定環境を構成する。その上で、実燃料で

ある水加ヒドラジンを供給した「その場」XAFS 測定を行い、

アノード電極触媒を構成する Ni メタルに対して、電極電

位を変化させた際の電子状態，局所構造変化を系統的

に取得する。それらを解析することで、局所構造と性能、

選択性との相関を得る。 

 
２．実験（目的,方法）（Experimental） 

触媒は含浸法で合成された Ni 担持カーボン触媒を

使用した。電解液は 1M KOH と 1M KOH + 10% 水加

ヒドラジン（HH）の 2 種類を調製し、送液ポンプで電

極表面へ供給した。電位は-1.05 V ～ -0.85 V（vs. 
Hg/HgO）とし、ポテンシオスタットで制御した。局所

構造のその場解析として BL14-B1 の透過法 XAFS が用

いられた。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

図 1 に各電位における 1 M KOH + 10% HH 中の

Ni-K 吸収端スペクトルを示す。乾燥状態の Ni/C 触媒の

吸収端ピークはほとんど Ni foil と一致することから、触

媒中には酸化物がほとんどなく、大部分は Ni のメタル

粒子であることがわかる。第一ピークの強度が Ni foil
と比較して 0.1 程度高いのは表面の酸化皮膜等が影響し

ているためであると考える。今回のその場解析では

10%HH を使用しているが、ヒドラジン濃度が 10%であ

ってもスペクトルの S/N は良く、気泡によるノイズが少

ない事がわかる。（従来は 0.1 M HH） 
 乾燥状態の触媒のスペクトルと、発電状態のスペクト

ルを比較すると Ni-K 吸収端の立ち上り位置がメタル側

へシフトしていることがわかる。この傾向はヒドラジン

の有無に影響を受けず、いずれの場合でも発電状態では

メタル側へシフトする。シフト幅は測定誤差などでは説

明がつかず、何らかの構造変化が影響していると考える。

しかしながら、バルク全体の構造変化までのダイナミッ

クな変化ではなく、あくまで最表面の構造変化を示唆し

ていると考える。吸着種による構造変化においては、ヒ

ドラジン有無に関わらないということより、OH－の吸着

による電子状態の変化であると考える。これらの結果よ

り、Ni メタル最表面は広い電位範囲で OH－の吸着が示

唆された。 
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